






事例１ 開催機会の確保

 法令で定められている⽉１回の開催機会を確保するために、他の会議（教務会等）と組み合

わせて開催することも⼀案です。

（２）安全衛⽣委員会の⼯夫

事例2 審議内容の吟味

A 安全衛⽣に関する重要事項について、各学校に設置された調査・審議機関です。

 「勤務時間調査」や「ストレスチェック」の結果などを活⽤して協議を⾏っていくことは、

学校や組織のあり⽅を多様な観点から⾒直していく有効な⽅法となります。

事例3 協議内容の報告と共有

A 安全衛⽣に関する重要事項について、各学校に設置された調査・審議機関です。

 委員会の議事内容のうち、重要なものについては「議事録」として記録し、3年間保存することが安全

衛⽣規則第23条第4項で規定されています。また、第3項では、議事の概要は、①⾒やすい場所に掲⽰⼜

は備え付ける、②書⾯を交付する、③電⼦媒体に記録し、コンピューターネットワーク等により常時確

認できるようにする、のいずれかの⽅法で周知されなければならないことが定められています。 

なお、ICTツールを活⽤することで協議内容の共有と蓄積が容易になります。

学校設置者が実施する「ストレスチェック」の集団分析の結果、県教育委員会が実施する「活き活き×やりがい

職場調査」の結果等を活⽤することで、⽬に⾒えにくい職場の状況を踏まえた協議が可能となります。

協議内容や結果をデータ化して蓄積する 

ことで、教職員全体で共有していくこ 

とができ、引き継ぎにも活かせます。

【衛⽣委員会だよりの作成・共有】

意⾒・感想など双⽅向のやりとりが実

現でき、迅速に情報共有していくこと

ができます。

【チャットツールの活⽤】

(※令和４年度４〜9⽉⼩・中学校開催数：義務教育課調べ)

併催可能な会議を模索しながら、開催⽇の確保につなげていくことも働き⽅改⾰

の取組の⼀つになります。 

⾼校では、安全衛⽣委員会を単独で開催している学校が多いですが、⼩、中学校、

特別⽀援学校では、教務会、学校運営委員会など、他の会議と組み合わせて実施し

ている学校が86％となっています。
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【主な審議内容の例】

⻑野県教育委員会「学校における働き⽅改⾰推進のための⽅策」(令和3年2⽉）の

内容の共有 

健康診断を受けやすい体制づくりの推進 

衛⽣管理者・衛⽣推進者・産業医による勤務校の巡視結果の共有 

教職員の公務災害事例の共有 

⾃校の取組みの不断の⾒直し
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